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米・食味分析鑑定コンクール米・食味分析鑑定コンクール
　国内外最大のお米コンクール。第 1
次審査「食味計」、第 2 次審査「味度計」
による機械分析で一定品質以上のもの
を選抜し、最終審査で米・食味鑑定士
が実際に食して評価が行われます。
　毎年約 6,000 点が出品され、第 24
回コンクールは 2022 年に、小諸で開
催されます。 

　
「K

O
M

O
R

O
 A

G
R

I S
H

IF
T

（
こ
も
ろ
ア
グ
リ
シ
フ
ト
）」
に
も
、

参
加
。
小
諸
の
農
家
が
長
年
か
け

「
ア
グ
リ
シ
フ
ト
」

　

コ
ロ
ナ
禍
で
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
る
方
が
非
常
に
多
い
と
思

い
ま
す
。

　

私
た
ち
ア
ス
リ
ー
ト
は
、
日
本

中
の
皆
さ
ん
に
「
応
援
し
た
い
！
」

と
思
っ
て
も
ら
え
る
状
況
で
開
か

れ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
７
月
に
あ

る
こ
と
を
願
い
な
が
ら
、
そ
こ
に

向
け
て
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

メ
ダ
ル
獲
得
を
目
指
し
て

　

一
か
ら
十
ま
で
全
て
に
関
わ
る

こ
と
が
で
き
る
の
が
農
業
の
面
白

さ
で
あ
り
、
農
業
の
や
り
が
い
。

清
水
さ
ん
は
い
ま
、
最
高
の
農
作

物
を
作
る
た
め
、
化
学
的
な
肥
料

だ
け
に
頼
ら
な
い
「
微
生
物
や
菌

が
生
き
た
土
」
を
作
ろ
う
と
試
行

錯
誤
し
て
い
ま
す
。

　
「
土
づ
く
り
は
ま
だ
ま
だ
始
ま
っ

た
ば
か
り
。
ス
マ
ー
ト
農
業
な
ん

て
い
っ
て
も
、
田
・
畑
に
出
る
こ

と
が
大
切
な
の
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

農
業
の
本
当
の
醍
醐
味
、
わ
か
る

の
は
こ
れ
か
ら
で
す
（
笑
）。」

　
「
農
業
自
体
は
、
ま
だ
ま
だ
ヒ

ヨ
ッ
コ
な
ん
で
す
よ
」。
電
機
・
機

械
業
界
に
20
年
以
上
勤
務
し
た

後
、
農
家
に
転
職
し
た
清
水
さ
ん
。

　

米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー

ル
で
最
高
賞
を
受
賞
し
た
父
・
紀

久
夫
さ
ん
の
も
と
で
米
づ
く
り
を

は
じ
め
、
７
年
が
経
ち
ま
し
た
。

米
を
よ
り
深
く
学
び
た
い
と
思
い

「
農
産
物
検
査
員
」
の
資
格
を
取
得
。

コ
ロ
ナ
禍
で
も
、「
販
売
士
」
資
格

を
取
得
し
、
通
販
サ
イ
ト
を
開
設

し
ま
し
た
。
サ
イ
ト
で
は
、
他
の

農
家
の
野
菜
や
加
工
品
も
購
入
で

き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
理
系
で
、

勉
強
す
る
時
間
は
、
苦
で
は
な
い
。

農
業
っ
て
、
理
科
の
実
験
的
な
部

分
も
あ
る
ん
で
す
。」
と
話
す
清
水

学
び
は
、
尽
き
な
い

「さくさく農園」（小諸市山浦）
で、米・白土馬鈴薯をはじめ、
様々な農作物を生産。「米・食
味分析鑑定コンクール第 20 回
大会 栽培別部門」金賞受賞。

《 清水信
まこと

 さん》

　

1

年
間
の
計
画
か
ら
は
じ
ま
り
、

種
を
ま
き
、
育
て
、
収
穫
し
、
出

荷
し
、お
金
を
い
た
だ
く
。
他
に
も
、

経
理
や
Ｈ
Ｐ
更
新
、
お
客
様
へ
の

営
業
な
ど
な
ど
…
。

　
「
農
業
に
は
、
ひ
と
つ
の
会
社
の

な
り
わ
い
が
全
て
詰
ま
っ
て
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
自
分
ひ
と
り
で

全
て
で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、
た

く
さ
ん
の
仲
間
と
一
緒
に
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
仲
間
づ
く
り
だ
っ
て
、

大
切
な
仕
事
で
す
。」

農
業
の
魅
力
と
土
づ
く
り

さ
ん
。
限
ら
れ
た
労
働
力
で
も
効

率
的
に
生
産
が
で
き
る
、
機
械
化
・

Ｉ
Ｔ
化
さ
れ
た
「
ス
マ
ー
ト
農
業
」

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

１ ２

１ 千曲小 5 年生との「土のがっこう」。「農
業全体が元気になることが大切」と語る
清水さん。農業や農産物を身近に感じて
もらうため、様々な活動に尽力している。

２【幻の白いも】白土馬鈴薯の種まき。

て
作
っ
て
き
た
「
元
気
な

土
」
を
強
み
に
、
地
域
の

ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
す
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
小
諸
の
土
の

良
さ
は
、「
土
壌
微
生
物
の
多
様
性
・

活
性
値
」
と
い
う
科
学
的
観
点
か

ら
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

清
水
さ
ん
は
、
農
業
と
地
域
の

関
わ
り
を
深
め
る
取
り
組
み
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
「
子
ど
も
た
ち
に
も
、
土
と
触
れ

合
っ
て
ほ
し
い
。
小
諸
の
元
気
な

農
産
物
が
気
軽
に
買
え
る
場
所
も

増
や
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。」

ワイン用ワイン用
ブドウブドウ

ブロッブロッ
コリーコリー

浅浅
あ さ まあ さ ま

間間
水水
す い み つ と うす い み つ と う
蜜桃蜜桃

最最
さ い こ うさ い こ う

高高
金金
きんしょうまいきんしょうまい
賞米賞米

御御
み ま きみ ま き

牧牧
いちごいちご

世界で評価される
国産プレミアム
ワインの産地！

生産量、県内１位。
標高差で長期間

収穫可能！

ふるさと納税
返礼品としても

大人気！

米・食味分析鑑定
コンクール国際大会

金賞受賞！

いちご生産 ＆
ジャム製造の
発祥の地！

知恵と努力で、農産物の質を高めてきた「小諸の農」。
　長野県東部に位置し、浅間山麓の南西傾斜地と千曲川沿いの台地からなる起伏
に富んだ地形を有する小諸市。耕地の標高は 580m から 1,200m に及び、一般
的には不利な耕作条件である「中山間地」が広がります。
　このような耕作条件下でも、農家の皆さんが火山灰土・粘土質・砂地等の多様
な土壌を活かし、自然に寄り添いながら適地適作を進めてきたことから、現在で
は質が高く魅力的な農産物（品目）が、数多く生産されるようになっています。

課題を乗り越えるために、新たな風を吹かせます。
　小規模ながら質の高い農産物を生産してきた小諸の農業ですが、日本中の生産
地と同じく、【生産者の高齢化】【後継者不足】などの課題に直面しています。「中
山間地域」と「小規模農家」という小諸の特徴は、日本の農業の縮図ともいえます。
　市では農家や農業団体とともに、これからも小諸の風土を活かした農業の営み
が続いていくよう、小諸の魅力的な農産物全体をブランド化し、更なる付加価値
をつける取り組みを進めています。

　本特集では、「小諸の農の魅力と課題」を皆さんにも知っていただけるよう、小諸で活躍する農業人にお話
を伺うとともに、市の取り組みや地元農産物を楽しめる地産地消協力推進店・直売所を紹介します。

農農
本当本当はすごいはすごい！！
小諸小諸のの

この時期は、

　「どんなものができるかな」

　　　「今年はうまくいくかな」

　　　　　と、ワクワクします。

この時期は、

　「どんなものができるかな」

　　　「今年はうまくいくかな」

　　　　　と、ワクワクします。
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一生できる仕事がしたかった。一生できる仕事がしたかった。

　

大
手
居
酒
屋
チ
ェ
ー
ン
で
、
長

野
・
山
梨
県
店
舗
の
店
長
を
勤
め

た
小
池
宏
昌
さ
ん
。
飲
食
業
界
で

頑
張
る
つ
も
り
で
し
た
が
、
昼
夜

逆
転
で
、
３
カ
月
毎
に
職
場
が
変

わ
る
働
き
方
に
限
界
を
感
じ
ま
す
。

　

親
戚
の
レ
ス
ト
ラ
ン
を
手
伝
い

な
が
ら
、
次
の
仕
事
を
探
し
て
い

た
と
き
、
目
が
向
い
た
の
が
農
業
。

「
温
暖
化
で
、
小
諸
で
も
良
い
ワ
イ

ン
用
ぶ
ど
う
が
育
て
ら
れ
る
と
い

う
話
を
聞
き
、
農
業
っ
て
面
白
そ

う
だ
な
、
と
思
い
ま
し
た
。」

未
来
と
魅
力
を
感
じ
て

　

い
ま
、
小
池
さ
ん
が
な
り
わ
い

と
し
て
い
る
の
は
「
大
玉
ト
マ
ト
」

の
栽
培
で
す
。
農
大
の
現
地
研
修

で
出
会
っ
た
の
が
、
久
保
の
露
地

ト
マ
ト
。
ハ
ウ
ス
栽
培
で
黄
色
の

露
地
栽
培
の
大
玉
ト
マ
ト

ま
ま
出
荷
・
輸
送
さ
れ
る
市
場
の

ト
マ
ト
と
比
べ
、
久
保
の
ト
マ
ト

は
露
地
で
育
て
、
真
っ
赤
に
完
熟

す
る
ま
で
出
荷
し
な
い
た
め
、
美

味
し
さ
が
全
く
違
う
と
い
い
ま
す
。

　

生
産
者
た
ち
と
知
り
合
う
な
か

で
、
あ
る
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

「
80
歳
を
越
え
る
お
じ
い
さ
ん
た
ち

が
、
ど
っ
ち
が
い
い
ト
マ
ト
を
作

る
か
、
と
バ
チ
バ
チ
や
り
合
っ
て

い
た
ん
で
す
。
そ
の
熱
さ
が
素
直

に
か
っ
こ
よ
か
っ
た
。
ト
マ
ト
を

は
じ
め
る
と
決
め
た
瞬
間
で
す
。」

「高原の露地栽培大玉トマト」
一緒に作りませんか？

「久保産直会」では、会に加入し東都生
協との契約栽培をする生産者を募集し
ています。育て方の伝授や資材提供な
ど、生産をはじめるにあたってのサポー
トも充実しています！

問　農林課　農業ブランド振興係

　
「
高
原
の
露
地
栽
培
大
玉
ト
マ

ト
」
は
、
卸
先
の
東
都
生
協
で
は
、

新
規
購
入
希
望
を
受
付
け
ら
れ
な

い
ほ
ど
大
人
気
。「
そ
れ
で
も
、
生

産
者
が
減
っ
て
困
っ
て
い
ま
す
。

い
つ
も
、
仲
間
を
探
し
て
い
ま
す
。」

販
路
は
あ
る
の
に
…

久保産直会会員久保産直会会員

　　小池宏昌小池宏昌  さんさん

憧れの地で、土と触れ合う。憧れの地で、土と触れ合う。

農農
のうはなのうはな

花花ヴィンヤード園主ヴィンヤード園主

　　岡本なるみ岡本なるみ  さんさん

　
「
後
半
の
人
生
は
、
土
と
触
れ
合

い
た
い
と
思
っ
て
い
て
。
子
ど
も

の
頃
か
ら
こ
の
地
域
を
何
度
も
訪

れ
、
好
き
だ
っ
た
ん
で
す
。」

　

そ
う
話
し
て
く
れ
た
岡
本
な
る

み
さ
ん
は
、
東
京
で
四
半
世
紀
勤

め
た
出
版
会
社
を
や
め
、
小
諸
で

ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う
栽
培
を
ス
タ
ー

ト
し
て
、
４
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

東
信
地
域
と
縁
を
作
り
た
い
と

い
う
思
い
も
あ
り
、
千
曲
川
ワ
イ

ン
ア
カ
デ
ミ
ー
で
栽
培
・
醸
造
を

学
ん
だ
あ
と
、
里
山
の
美
し
い
風

景
が
広
が
る
糠
地
の
地
に
惹
か
れ
、

移
住
し
て
き
ま
し
た
。

小
諸
に
惚
れ
込
ん
で

　

自
ら
の
畑
で
初
収
穫
と
な
っ
た

ぶ
ど
う
で
、
今
年
初
め
て
ワ
イ

多
く
の
人
に
喜
び
を
…

ン
を
リ
リ
ー
ス
。
初
商
品
は
全

２
８
７
本
が
ネ
ッ
ト
で
す
ぐ
に
完

売
し
、
ひ
と
安
心
。
そ
れ
と
と
も

に
分
か
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
「
買
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
が
、

家
族
や
大
切
な
人
と
ワ
イ
ン
を
楽

し
ん
で
い
る
写
真
や
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
ど
ん
ど
ん
送
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
こ
の
瞬
間
の
た
め
に

や
っ
て
き
た
ん
だ
！
、
と
確
信
し

ま
し
た
ね
。」

　

岡
本
さ
ん
に
は
、
他
に
も
さ
さ

や
か
で
大
き
な
夢
が
。「
知
り
合
い

を
呼
べ
る
露
天
風
呂
を
作
り
た
い
。

小
さ
な
醸
造
所
も
作
り
、
皆
さ
ん

に
ふ
る
ま
え
た
ら
素
敵
で
す
ね
。」

　

小諸市は、農家・農業団体等と一体となり、“小諸の農”

のファン獲得に向けて、収穫して終わりではなく、その想

いや考えを様々な人に届けるまでやりきる“つなぐ農”を

「KOMORO AGRI SHIFTプロジェクト」として推進しています。

このプロジェクトでおこなった生物性の「土壌の健康診断」によって、小諸は「土壌の微生物が多様で活発な稀有な地

域である」ことが分かってきました。小諸とその農業が、100 年先まで続く産地・産業となるために、先人たちが長きに

わたって試行錯誤を繰り返してきた「元気な土づくり」を強みとして、「元気な生命をつなぐ」、採れたて料理を通じて「農

家の想いをつなぐ」、癒しの農体験を通じて「農が持つ力をつなぐ」という３つのアクションに取り組んでいます。

つくる農から
“つなぐ農”へ

100 年続く産地を目指した、小諸の農のファンづくりプロジェクト

「元気な土」の見える化 「元気な農産物」と
農家の想いを

採れたて料理で伝える

「耕す農」から「共有する農」へ
農の持つ力をつなぐ

農家の想いを伝える「二十四節気レシピ」

レシピ開発 ＆
ファン交流の場

「Cooking 
Lab」

農風景・農作業・農文化・農業技術の共有

野外美食イベント
「ダイニングアウト」

ワイン生産者と
収穫体験 ＆ メーカーズディナー

土の豊かさを表す３つの視点

pH、
窒素、リン酸、
カリ、ミネラル、
腐植 など

粒状、堅さ、
水はけ、
水持ち など

微生物、小動物 など

生物性に着目し、
特許技術「土壌微
生 物 多 様 性・ 活
性値」を用いて
見える化。

元気な農産物や加工品を楽しめる「地産地消地域推進協力店」
小諸市地産地消推進協議会では、小諸産農産物や農産加工品などを提供し、小諸の顔となる事業者を「小諸市地
産地消推進協力店（事業所）」として認定しています。（現在までに、５６店舗を認定。）
魅力あふれる「おいしいこもろ」をぜひご堪能ください。

地産地消協力店の皆さんの情報や小諸の旬の情報はコチラ　➡

旬の野菜がいっぱい！！　市内７つの「農産物直売所」
❶直売所 たきばら駅　　🏠滝原 52-10　☎22-8295

❷眺望一番 ひしの直売所　　🏠菱平 312　☎22-1451

➌グリーンロード直売所　　🏠八満 1104　☎23-2246

➍三岡ふれあいセンター直売所　　🏠耳取 615-3　☎24-4177

➎小諸大橋直売センター　　🏠山浦 916-2　☎25-6441

➏あぐりの湯 直売所　　🏠大久保 1145-1　☎24-4126

➐浅間自由市場直売所 浅間のかおり
                             　 🏠御影新田 493-1　☎46-8548

※各直売所の営業期間・時間等は
　お問い合わせください。

❶❶ ❷❷ ➌➌

➍➍ ➎➎ ➏➏

➐➐

ー KOMORO AGRI SHIFT プロジェクト－　

生物性

化学性 物理性


